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１　施策の評価指標

A

B

C

D

2　指標等の推移

※【評価】　○；目標達成　△；目標をほぼ達成（－5％）　×；目標を未達成

施策マネジメントシート
（令和６年度目標達成度評価）

シート１
施策８：障がい者（児）の自立
と社会参加の促進
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進出が進んだものと考えられます。

菊池圏域でペアレント・トレーニングを実施し、
また、市地域子育て支援センター事業の中でおも
ちゃ図書館を開催することで、障がいのある子の
親等の交流の場を提供し参加につながりました。
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3　施策の現状・住民意見等
①施策の現状（第１期基本計画策定当初）と今後の状況変化

②この施策に対して住民（対象者、納税者、関係者）、議会からどんな意見や要望が寄せられているか？

４　施策の評価
①施策の振り返り（経営方針の達成度等）

施策マネジメントシート
（令和６年度目標達成度評価）

シート２
施策８：障がい者（児）の自立
と社会参加の促進

①【「第7期合志市障がい福祉計画・第3期合志市障がい児福祉計画」に基づき、障がいのある人の地域生
活を支援するために必要な障害福祉サービスや相談支援等のきめ細やかな対応に努めます。】については
サービスの利用状況や施設の実態など現状把握に努めるとともに、相談支援事業所との情報連携により、
サービス体制の確保に努めました。

②【障がい者の社会参加と自立した生活を支援するために、就労系サービスの積極的な利用を推進しま
す。】については就労系サービスの積極的な利用を推進するために、昨年度に引き続き就労継続支援B型事
業所や生活介護事業所を訪問し、事業所や利用者の現状の聞き取りを行い、市内サービス提供事業所と連携
することで就労系サービス利用の推進に努めました。

③【一般就労へ結びつけることができるように、関係課と連携し市内の企業等に理解と協力の働きかけを行
うなど、さらに就労する機会が増えるように周知・啓発に取り組みます。】については、市内企業に対して
就労系事業所の周知及び一般就労への結びつきを図るためのチラシを作成し配布しました。また市民祭りに
おいても市内就労系事業所のパンフレットを作成し来場者に配布するなど周知を行い就労系事業所に対する
理解・協力への働きかけを行いました。

　また、令和７年度障がい者基幹相談支援センターの設置に向けて、合志市社会福祉協議会と協議を行いま
した。
　令和７年４月より障がい者基幹相談支援センターが開設することで、合志市における相談支援事業が適正
かつ円滑に実施されるよう、地域における相談支援事業者等に対する専門的な指導・助言、情報収集・提
供、人材育成の支援、地域づくりの取組を実施することにより、相談支援機能の強化を図ることを目的とし
ており、障がいのある人の地域生活を支援するために必要な障害福祉サービスや相談支援等のきめ細やかな
対応や障がい者の社会参加と自立した生活の支援を推進するなど、今後の障がい者における様々な課題解決
を図っていきます。

（令和6年度（令和5年度振り返り）の施策評価における議会意見）
●障壁を取り除くバリアフリー化及びユニバーサルデザイン化を推進すること。
●就労受け入れ企業の増加策及びインセンティブ強化策を検討し実施すること。
●一般就労への具体的な移行策を提示すること。
●障がい者（児）の社会参加の状況や実例について、広報・周知すること。

（令和6年度（令和5年度振り返り）の施策評価における総合政策審議会意見）
●障がいの疑いがある子の親への支援方法を検討すること。
●障がい者（児）や支援している人が交流できる場所や機会の提供を行うこと。
●障がい者（児）が自立した生活を行うための支援策を充実させること。

令和６年度経営方針からの振り返りは以下のとおりです。



②施策の課題（令和6年度の施策の振り返りから見る課題）

５　施策の令和６年度結果に対する審査結果
①政策推進本部での指摘事項（施策目標達成度評価結果報告を受けて令和７年７月２３日）

②総合政策審議会での指摘事項（令和7年７月３１日、8月６日のまとめ）

③議会の行政評価における指摘事項（令和７年９月１日）

６　次年度に向けた取り組み方針
〇政策推進本部　令和8年度合志市経営方針（令和7年10月10日）

●障がい者福祉計画や支援制度の内容や情報を障がい者やその家族に周知すること。
●障がい者（児）の災害時避難行動要支援者に対する避難計画を充実させること。

①「第７期合志市障がい福祉計画・第３期合志市障がい児福祉計画」に基づき、障がいのある人の地域生
活を支援するために必要な障がい福祉サービスや相談支援等について、障がい者基幹相談支援センターを
中心に相談支援事業所と連携し、きめ細やかな対応と周知に努めます。
②障がい者の社会参加と自立した生活を支援するために、障がい者（児）やその家族からの相談に応じ、
福祉的就労の拡大及び一般就労への移行支援に取り組みます。

施策マネジメントシート（令和６年度目標達成度評価） シート3
施策８：障がい者（児）の自立
と社会参加の促進

●令和７年度より設置する障がい者基幹相談支援センターを中心に相談支援事業所と連携し、サービス利
用状況や施設の実態など現状把握を行い質の高いサービス体制の確保を行う事が必要です。また、障がい
者の社会参加と自立した生活を支援するために、企業や就労支援事業所。相談支援事業所と連携し、就労
系サービス利用の推進及び一般就労への移行支援が必要です。

●障がい者(児)やその家族からの相談に応じる「障がい者基幹相談支援センター」を開設したことに伴
い、相談支援事業所と連携し、障がいのある人の地域生活を支援するために必要な障害福祉サービスや相
談支援等のきめ細やかな対応や障がい者の社会参加と自立した生活の支援を推進するなど、障がい者にお
ける様々な課題解決を図ること。
●福祉的就労の拡大や福祉サービスの利用支援に結びつけるために基幹相談支援センターと連携し、就労
系サービス事業所への訪問等を行うなど事業所との連携を強化し、障がい者(児)がそれぞれの個性や能力
を発揮して、生きがいを持ち、社会参加できるよう福祉的就労の拡大に取り組むこと。

●様々な特性に対する正しい理解を広げるための啓発活動を行うこと。
●障がい者の社会参加の機会を増やすため、スポーツを取り入れた誰でも参加できるイベントを企画する
こと。


